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第１ 工事について 

 

統合新病院整備工事とは、次に掲げる工事からなるものとする。 

 

 ① （仮称）伊丹市立伊丹総合医療センター整備工事 

 ② （仮称）公立学校共済組合からだとこころの健康センター整備工事 

 

第２ 審査の概要 

 

１ 落札者決定基準の位置付け 

本落札者決定基準（地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条

の 10 の 2 第 3 項に定める基準をいう。以下「本基準」という。）は、市立伊

丹病院伊丹市病院事業管理者及び公立学校共済組合理事長（以下「発注者」と

いう。）が統合新病院整備工事（以下「本工事」という。）の落札者を決定す

るに当たり、入札参加者のうち最も優れた者を選定するための手順、方法、評

価基準等を示したものであり、入札に参加しようとする者に交付する入札説明

書と一体のものとして扱う。 

 

２ 審査方法 

本工事を実施する落札者の決定方法は、公平性、競争性及び透明性の確保に

配慮した上で、各入札参加者からの本工事の実施に係る対価（以下「入札価

格」という。）、技術提案書の提案内容等（以下「提案内容」という。）を総

合的に評価する方式として一般競争入札(総合評価落札方式)を採用する。 

 

３ 施工者選定審査委員会の設置 

① 発注者は、提案内容の審査に関して、公平性、競争性及び透明性を確保し

た上で、幅広い専門的見地からの意見を参考とするために、学識経験者２名

を含め構成される統合新病院整備工事施工者選定審査委員会（以下「委員

会」という。）を設置する。 

② 地方自治法施行令第１６７条の１０の２第４項及び第５項に定める学識経

験者の意見は、委員会における学識経験者である委員の意見をもって代える

ものとする。 

③ 委員会は非公開とする。 

 

４ 審査全体の流れ 

① 審査は二段階に分けて実施するものとし、入札参加希望者の資格、実績と

いった施工遂行能力を確認する「第一次審査」と、提案内容を審査する「第

二次審査」を実施する。 

② 第二次審査では、委員会が公平性、競争性及び透明性を確保した上で、提

案の内容及び価格面を総合的に評価し、落札者の候補を選定して、発注者に

答申する。 

③ 発注者は、委員会からの答申を踏まえ、落札者を決定する。 
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入札参加確認申請書及び資格審査書類の提出 

【第一次審査】 

資格審査 失 格 
欠格事項あり 

入札書及び技術提案書の提出 

入札書及び技術提案書の総合的評価 

発注者による落札者の決定 

評価項目による審査 

入札価格の確認 

【第二次審査】 

無 効 

発注者に落札者候補の選定結果の答申 

入札価格と技術評価点による総合評価点の算出 

予定価格を超過 

評価項目の内容審査による加算点の算出 

入札参加資格者通知 
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第３ 第一次審査（入札参加資格等）の内容と方法 
 

１ 資格審査及び実績審査 

① 入札参加希望者が、入札説明書の「入札参加者の備えるべき参加資格要  

件」に規定した要件を満たしているか否かについて、一次審査（入札参加

資格審査）に関する提出書類に基づき審査する。 

② 入札参加希望者が当該要件を備えていない場合は失格とする。 

③ 入札参加資格の確認日は、入札参加資格確認申請書受付締切日とする。 

④ 入札参加資格確認申請書受付締切日から契約日までの間に、伊丹市の指名

停止措置又は入札参加除外措置を受けた場合は失格とする。 

 

 

第４ 第二次審査（提案審査）の内容と方法 

 

１ 第二次審査の内容 

（１） 入札価格の確認 

① 発注者は、入札参加者が提示する入札価格が予定価格以下であることの  

確認を行う。 

② 予定価格を超える入札価格を提示した入札参加者は無効とする。 

なお、最低制限価格の設定は行わない。 

 

（２）提案書の確認 

① 発注者は、入札参加者から提出された提案書の記載事項を、「実績評価

項目」及び「技術提案評価項目」に基づき確認する。 

② 発注者は、提案書に疑義が生じた場合、当該提案を行った入札参加者に

確認することがある。 

なお、発注者による当該確認は、当該入札参加者の技術提案についての

履行違反を免除ないし受容するものではない。 

 

２ 提案内容の位置付け 

一般競争入札総合評価落札方式においては、提案内容が入札書の一部を構

成するものとなるため、次の（１）及び（２）の範囲において本工事の契約上

の拘束力を有することに留意すること。 

なお、入札参加者の間で資料の提供を受けていたと発注者が判断した場合は、

失格とすることがある。 

 

（１） 評価項目に基づく審査の取扱い 

① 要求以上の提案が具体的に行われている内容に対して得点が付与される

加算点評価を行う。 

② 原則として、落札者が提案した提案内容が請負契約で定める施工水準と

なり、落札者は提案内容に拘束される。ただし、発注者は、落札者との間

で協議の上、諸事情を考慮し、落札者の提案内容のうち要求以上の提案に

ついて、その一部または全部を請負契約で定める施工水準とはしないとの

決定をすることができ、落札者はかかる発注者の決定に拘束されることに

留意すること。 
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（２） 施工者選定審査委員会の意見の取扱い 

委員会において、入札参加者からの提案内容に対して意見が出された場

合、請負契約締結の段階で、委員会が提示した意見を踏まえて、提案内容

を改善することが望ましいと発注者が判断し、落札者との間で合意したと

きは、施工等の条件として加味する可能性があることに留意すること。 

 

３ 入札書及び提案書の審査 

（１） 評価方法 

入札書及び提案書の評価について、発注者は委員会の意見を踏まえ、以

下に示す評価方法に基づき技術評価点を決定することとする。 

① 技術評価点 

標準点と各評価項目で付与された加算点を合計したものを技術評価点

とする。 

   ② 標準点 

     二次審査を受ける者のうち、入札価格が予定価格以下である場合に、

標準点として１００点を付与する。 

③ 評価項目及び加算点の配点 

（ⅰ）評価項目及び加算点の配点は、「別表 評価項目及び配点」に示す

とおりとする。 

（ⅱ）加算点は５０点満点とする。 

④ 採点 

（ⅰ）評価項目ごとに、その提案が優れていると認められるものについて

は、その程度に応じて加算点を付与する。 

（ⅱ）評価項目ごとの加算点は、各委員の採点結果の平均値とし、小数点

第２位以下を切り捨て、小数点第１位まで算出する。 

 

（２） 評価項目に基づく審査（加算点の算出） 

 

① 委員会は、後掲の実績評価項目及び技術提案評価項目（評価の視点及 

び配点）に基づき、提案内容において要求以上の具体的かつ優れた提案

がなされている内容について審査する。 

② 委員会は、入札参加者によるプレゼンテーション、質疑応答等の実施

を予定している。 

③ 入札参加者から提出された提案書類に疑義がある場合には、入札参加

者に対して内容の確認、追加資料の提出等を求める場合がある。 

④ 入札参加者によるプレゼンテーション、質疑応答等、発言や回答内容

は、提案書類における提案内容と同様の扱いとし、本工事の契約上の拘

束力を有するものとして取り扱う。 

 

４ 総合評価点の算出 

① 入札価格は予定価格の範囲内であることとし、予定価格を超える入札は  

無効とする。 

② 各入札参加者の総合評価点を次に示す計算方法に基づき算出し、総合評

価点が最も高い者を落札者候補者として決定する。 
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 【算定式】 

 

           （小数点第 4 位以下切捨て）  

      ※加算点は実績評価項目及び技術提案評価項目の合計   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総合評価点＝ 
技術評価点(標準点 100 点＋加算点(※)） 

×10,000,000,000 
入札価格（円）※税抜 
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第５ 落札者の決定 

 

 １ 落札候補者の選定 

委員会は、入札参加者の入札価格及び提案内容における総合評価点に基づき、

落札者の候補を選定して、発注者に答申する。 

なお、総合評価点の最高得点者が複数ある場合には、次の順位で優位に評価

するものとする。 

 

① 技術評価点の合計得点が高い者 

② 技術提案評価項目「（１）施工管理」に関する提案の得点が高い者 

③ 技術提案評価項目「（２）工程管理 

品質管理」に関する提案の得点が高い者 

④ 技術提案評価項目「（３）管理体制」に関する提案の得点が高い者 

⑤ 実績評価項目の得点が高い者 

⑥ くじ引きによる決定 

 

 ２ 落札者の決定 

発注者は、委員会の答申を踏まえ、落札者を決定する。 

なお、総合評価点の最高得点者が低入札価格調査の対象となった場合は、

調査により、落札者として適格であると認められた後に、落札者として決定す

る。 
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